
【記念講演】演題:戦国近江の歴史的位置
講師:小和田哲男（静岡大学教授）

歴史鼎談:コーディネーター/松平定知
パネラー/小和田哲男（静岡大学教授）
太田浩司（長浜市立長浜城歴史博物館・副館長）
中井均（米原市教育委員会）

●会場：ルッチプラザ ベルホール310
●開演：13：30（30分前開場）●料金：無料（入場整理券配布中）
●お問い合わせ：ルッチプラザ/0749-55-4550
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●東近江市五個荘竜田町583
　てんびんの里文化学習センター内
●TEL：0748-48-7100（学習センター）
●営業時間：9：30～16：30
●定休日：月曜日と祝日の翌日

ランチタイムガイド

ひなまつり特集ひなまつり特集ひなまつり特集

（撮影・田中）

近江パノラマ写真

■イベント情報は変更される場合があります。ご了承下さい ■価格は全て税込みです

旧竹林院のおひなさま

ガラスのお雛様 ※写真はイメージです

女駕籠・長柄傘・挟箱

東近江

●場所：滋賀県立八日市文化芸術会館
●時間：9：00～17：00●料金：無料●休館日：月曜
●お問い合わせ：滋賀県立八日市文化芸術会館

0748-23-6862

3/12 
（日）

公開中

【曲目】２つのメヌエット/J.S.バッハ(千住明編曲)、ヴァ
イオリン・ソナタ第5番「春」op.24/ベートーヴェン、春の
歌/メンデルスゾーン 他 
●場所：野洲文化ホール●開演：14：00（13：30開場）　
●料金：全席指定 3,000円
●お問い合わせ：野洲文化ホール/077-587-1950

3/12
（日）

2/25
（土）

時代を越えた美しいお雛様

旧竹林院「ひな人形展」

ガラスのお雛様展

雛と雛道具

商家に伝わる雛人形めぐり
－特別展示丸平文庫のお雛さま－

近江八幡節句人形めぐり
まちなみに装うひなのほほえみ

おひなさま気分でおひなさま気分で
春を味わう春を味わう♪
おひなさま気分で
春を味わう♪

野  洲

クラシックギターの音色は、たおやかな時間がゆっくり
流れるように深く心地よい。円熟味の増した演奏をお届
けします。
●場所：滋賀県立安曇川文化芸術会館
●開演：14：00（13：30開場）　
●料金：一般800円 18歳以下500円（当日各200円増）
●お問い合わせ：滋賀県立安曇川文化芸術会館

0740-32-2461

高  島

2/25
（土）

大　津

ビワズくん、アクアちゃんの手作り雛人形を作ろう！
●場所：水のめぐみ館 アクア琵琶 3階企画展示室
●時間：13：30～14：30・15：00～16：00
●料金：無料●定員：各回先着30名
●お問い合わせ：水のめぐみ館 アクア琵琶/077-546-7348

2/26
（日）

米　原2/26
（日）

野  洲

講師：大村和男氏（静岡市登呂博物館学芸員）
講演の後、弥生の森歴史公園で収穫した赤米を試食して
いただきます。
●場所：銅鐸博物館●時間：14：00～16：00
●料金：大人200円 学生150円 小・中学生100円
●備考：当日受付●定員：100名
●お問い合わせ：銅鐸博物館/077-587-4410

3/4
（土）

家族みんなで楽しめるコンサート！
【出演】マリンバデュオ:北川皎、中路友恵
【曲目】チャイコフスキー 子供のアルバムより ほか
●場所：滋賀県立草津文化芸術会館
●時間：19：00～20：00●料金：無料
●お問い合わせ：滋賀県立草津文化芸術会館

077-564-5815

草　津

米原市の奥伊吹スキー場は家族連れから本格スキーヤーに人気のゲレンデ。第3駐車場からゲレンデまで

は動く歩道「アルカンデ」で楽に移動でき、チャンピオンコースには昨シーズンからトリプルリフトが設置

されるなど、利用者にうれしい施設が充実している。

取材日は少し吹雪いたものの最高の雪質。大勢のスキーヤー達が思い思いに滑りを楽しんでいた。

お問い合わせ：奥伊吹スキー場/0749-59-0321

2006年（平成18年）2月23日（木曜日）

※有効期限：4/9（日）まで

五個荘町の「てんびんの里文化学習セン

ター」内にある喫茶 紫陽花。同町で開催

中の「商家に伝わるひな人形めぐり」に

ちなんだ「雛の膳（1,800円）」が評判だ（4/9

まで）。

ばら寿司、蛤の潮汁、菜の花のからしあえ、

天ぷら、煮物、甘酒など7品がお膳に並ぶ。

ふきのとうなど春らしい素材が彩りよく盛

られ、華やかな雰囲気がいっぱいだ。

「砂糖を控えてあっさりした味付けを心がけ

ています」と、店長の上さん。

期間中は何度も来店して注文する人がいる

ほど。県外からの観光客にも人気で、多い

日には70~80食も売れるという。

「雛の膳」は5年ほど前からメニューに登場。

五個荘町に残る何軒

かの近江商人屋敷の

蔵から本膳が見つかり、

「お膳を生かしてほしい」

との声に応えて作ら

れるようになった。

料理は細やかな心配

りと味付けでとにか

くおいしい！温かい甘酒をいただけば気分

は十二単のお雛さま。

「五個荘町は近江商人屋敷が多く残り、とて

も風情のある町並みです。ぜひたくさんの

人に来てほしい。そして紫陽花でゆっくり

してください」とのこと。

3月18日（土）限定の「雛バイキング（2,000円）」

や、近江商人・塚本家に伝わる献立を参考

にした「さと御前（1,500円）」、センター４

階の茶室でいただく「黄金膳（2,500円、

3,500円／予約

のみ）」などオ

ススメメニュ－

がたくさん。近

江商人の生活に

思いを馳せて舌

鼓をうちたい。
 （取材・白崎）

あかりをつけましょ
ぼんぼりに……♪

おんな か ご なが え がさ はさみばこ

弥千代の雛道具から（彦根城博物館蔵）

ふ ぶ
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